
「活用型学力」を育てる国語科授業．評価開発（中学校）

　一伝統的な言語文化・確かな習得学習を中心にー

教育実践研究科　教職実践専攻　教職実践基礎領域

　　　　　　　　　　　　　　　　　　有田　弘樹

－　はじめに

１，教職大学院に入学した理由

　私は「子ども達に，楽しくてわかりやすい国語の

授業ができるようになりたい」「子ども遠の成長を

あたたかく支えてあげられるような教師になりた

い」という思いから，学校現場ですぐに生かせるよ

うな新人教師としての「実践的な指導力」を身につ

けるために，愛知教育大学教職大学院に進学した。

　教職大学院の二年間では，大学院における講義・

演習や，小学校・中学校の学校現場（愛知県内の公

立学校）で実習を行うこと等を通して，授業力の向

上だけでなく，学級統率力や学校経営力等，幅広い

視野で教師力の向上に努め，理論的・実践的に学び

深めていくことができた。

　特に，「学校サポーター」（一年半）や「教師力向

上実習Ｉ・Ⅱ」（二ヶ月）を豊橋市立青陵中学校で

長期間にわたって行わせていただいたことで，教師

としての実践的指導力の基礎を身につけることがで

きたと感じている。

２，題目設定の理由，本稿の目的と方法

　戦後約60年ぶりの教育基本法。学校教育法改正

を受けて，新学習指導要領が告示され(2008年３

月），平成24年度からは中学校で完全実施される。

　改正学校教育法。学習指導要領では，これまでの

　「生きる力」の理念はそのままに，子ども達に主体

的課題解決能力を育むという観点から，義務教育の

目標・学力の３要素（基礎的・基本的な知識。技能

の習得，活用としての思考力・判断力・表現力等の

育成，主体的な学習意欲の向上等）が具体的に明記

された（傍線部は有田，以下同じ）（注１）。

　また「伝統と文化」の尊重を受けて，国語科では

新たに〔伝統的な言語文化と国語の特質に関する事

項〕が新設された。小学校から中学。高校と生涯に

わたって「伝統的な言語文化」に親しむ「態度」の

育成が重視され，「読む，書く，伝え合う学力」育

成と相互に関連させた構造的・系統的な授業・評価

開発等が緊急の実践課題となっている（注２）。

　本稿では「『活用型学力』を育てる国語科授業・

評価開発（中学校）」と題し，「生きる力」や課題解

決能力につながる「活用型学力」（思考力。判断力

。表現力等）の育成という新学習指導要領における

重要な実践課題の観点から，「伝統的な言語文化」

における国語科授業モデルについて実践的に提案す

るものである。また，本稿は修了報告書でもあるた

め，テーマに沿いながら「実習の中でなにを学んだ

のか」，「学んだことが教職に就いたときにどのよう

な発展性をもつのか」等の，①実習における実践の

報告と省察，②教職大学院での学びの成果の報告，

③今後の教職生活への抱負等も述べることとする。

二　『学修の記録』（ポートフォリオ）の目次

　教職大学院二年間の学びを『学修の記録』（ポー

トフォリオ）の形式でまとめた。以下，I～VⅢはポ

ートフォリオの目次である（要点のみ記載）。

　なお，本稿では「教師力向上実習Ｉ」（学級経営

と児童生徒理解のための実習）の必要性は十分承知

しているが，授業実践（自己課題）のテーマや記録

した内容，実践的な国語科授業・評価研究等の観点

から，「教師力向上実習Ⅱ・Ⅲ　の報告と省察を中

心に述べていくことをあらかじめお断りする。
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三　これから求められる「活用型学力」とは

１，なぜ「活用型学力」の育成なのか

　文部科学省による各種学力調査や世界的学力調査

等から，現在の日本の子ども達は「必要な情報を見

つけ出し，取り出すことは得意だが，それらの関係

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一性を理解して解釈したり，自らの知識や経験と結び

付けたりすることが苦手」であることが明らかとな

つた（注３）．そのため，改正学校教育法・新学習

指導要領では，子ども達に主体的課題解決能力を育

むための「思考力．判断力・表現力等」の，いわゆ

る「活用型学力」を育成することが重要な実践課題

となっている．

２，「論理的な言語力」の育成を全員に

　また，新学習指導要領では「活用型学力」を育む

という観点から，「言語活動の充実」が教育課程全

体で重視されている．例えば，国語科「言語活動例」

では「説明・報告・記録・観察，発表・提案．意見

．質疑，スピーチ・討議．鑑賞．批評等」のいわゆ

る論理的な読み取り，書き，伝え深める学力が実生

活で生きる言語活動として具体的に示されている．

　ここからは，国語科学習を中核にして，全教科・

領域・活動や実生活に生きて働くような「論理的な

言語力」（情報を主体的に判断・批評し，自分の立

場・関心等から一貫した論理で「自分の考え」を発

信する力）を全員に系統的に身につけさせることが，

　「活用型学力（思考力．判断力．表現力等）」の育

成につながると読むことができる（注４）．

３，「習得・活用」の学習内容．段階の明確化

　　「習得。活用は整然とは分けられない」等の指摘

もあるが，「習得」「活用」の学習内容・段階を明ら

かにすることには,大きく二つの意味が考えられる。

一つは，基礎。基本（習得）から発展（探究）への

指導過程における飛躍を埋められることである。二

つには，「習得で身につけさせる基礎。基本の学力

とは何か」「活用とは習得したことがどうなればい

いのか」等の「学びの到達度」（到達目標，評価規

準・基準）が，子どもにも教師にも鮮明になること

である（子どもの学びの蹟き・課題の診断・改善）。

　「言語活動あって学習なし」（言語活動の目的化）

にならないためにも，「習得（基礎。基本）」「活用

　（思考・判断。表現力等）」の段階で身につけさせ

るべき「学力（言語力）」を明確化し，系統的・段

階的に指導していく必要があると考える（注５）。

　なお，子ども達全員に「活用型学力」を育成する

授業実践を開発するために，国語科「習得・活用型

学力」の学習過程と学習モデル例（到達目標，評価

規準・基準）を「表」（資料１）にまとめた。

４，楽し＜必然性のある「習得学習」を

　　「基礎・基本の学力（習得型学力）」を全員に確

かに定着させることは,公教育における「学力保証」

の結果責任である。「確かな習得なくして，豊かな

活用（探究）なし」と言われるように，「活用」の

段階から「習得」を見直すことで，必然性ある「習

得型学習」を全員に楽しく，シンプルに指導する必

要がある。その際，教師は「教えるべき部分は躊躇

わずに教える」ことが求められている（注４）。

資料１　国語科における「習得・活用型学力」の学習過程と学習モデル（注６）
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四　「伝統的な言語文化」国語科授業開発への視点

１，「伝統的な言語文化」の新設

　教育基本法。学校教育法改正により，各教科等に

おける「言語活動の充実」とともに「伝統や文化に

関する教育の充実」が示された。これに伴い，新学

習指導要領（国語科）では，〔伝統的な言語文化と

国語の特質に関する事項〕が新設され，小学校低学

年から伝統的な言語文化に「親しむ」態度の育成が

目指されている。

２，国語科授業開発への視点

　言語文化とは「我が国の歴史の中で創造され，継

承されてきた文化的に高い価値を持つもの」「古代

から現代までの各時代にわたって，表現し，受容さ

れてきた多様な言語芸術や芸能」伝統や文化につい

ての深い理解は「他者や社会との関係だけではなく，

自己との対話をしながら自分を深めていく上でも極

めて重要」とされている（注７）。

　言語はコミュニケーションの方法や思考・発想等

の形式（型）であるとともに，「アイデンティティ」

そのものであり，それぞれの国や民族固有の伝統や

文化・歴史という厚みを持っている。そのため，小

学校から「伝統的な言語文化」を学ぶことは，日本

文化・日本人の精神（ものの感じ方）や思考。発想

形式（型），日本人特有の情緒や美意識。価値観，

日本語の構造と歴史。位置等を理解することにつな

がる。現代は国際化・グローバル化が進む複雑な情

報社会であるからこそ，子どもたちが日本文化・日

本人の精神や規範意識，倫理的な感覚，価値観等を

学び，自分の生き方等（アイデンティティの在り方）

を考え深めるという視点はますます重要である。

　そのため，小学校から中学校・高校と生涯にわた

って「伝統的な言語文化」に「親しむ」態度の育成

とともに，「読む・書く・話す聞く」学力の育成と

も相互に関連させた，構造的。系統的な国語科授業

。評価開発が必要である（注８）。
-
３，「伝統的な言語文化」授業化のポイント

　「伝統的な言語文化」を授業化するにあたってはノ

以下のようなポイントが必要であると考えられる。

（1）「到達目標」（身につけさせる言語力）の明確化

　－「習得」から「活用」への段階的な学習過程をー

（2）「音読．暗唱」の重視（範読・斉読．指名読み等）

　一音声・リズムによる思考・発想の型の学習にー

（3）「現代語訳」の積極的な紹介と活用

　一古典の魅力や楽しさ，おもしろさの発見にー

（4）省略されている「背景・価値観等」の選択と指導

　一日本人・日本文化の理解から自らの生きる課題ヘー

（5）文学的・論理的文章を読む「言語技術」の応用

一正確な内容理解から「自分の考え・解釈」を持つー

授業づくり実践（１）一教師力向上実習IIからー

１，子どもの実態と実践のポイント

　（１）子どもの実態

　対象は豊橋市立青陵中学校２年（11月）の生徒。

学校全体で朝読書を取り入れていること等から，子

ども達は本を読むことが好きである。給食や放課等

でも，自分で選んだ好きな本（有名人が書いたノン

フィクションや推理小説，現代小説等）を読む姿を

よく見かける。その一方で，図書館にある古典作品

を進んで読む子は少ない。本実践を通して，子ども

達に「古典」を読むことへの魅力や楽しさに気づか

せ，読書活動の幅を広げさせたいと考えた。

　（２）実践のポイント

　　『平家物語』は，貴族から武土の時代へと移る転

換点を，史実と虚構を織り交ぜ描かれている。新し

い価値観に翻弄されながら死に向き合わざるを得な

い平家と，厳しく追い詰める新興勢力としての源氏

が，極限状態の中で人間らしい姿を発揮するところ

にこの作品の魅力やドラマがある。

　実践にあたっては，「滅びゆくものの美しさ」の

発見を，死と向き合う『平家物語』群像の描写から，

　「時代の価値観や流れに翻弄されながら生きていく

人間の運命」や「時代を超えてある日本人の感性や

情緒（親子の情愛。主従関係の絆等）」等の観点と

して生かすことが重要である。これらは，欧米型の

価値観（「勝者になること」の重視等）には見出し

がたい日本人の豊かな思想。美意識の一つである。

　　『平家物語』（記録，小説）の読み方を楽しく教

えることで,読書や生活場面等に生かせる「言語力」

を育てるとともに，日本人としての自分の「生き方」

等も考え深めさせることができると考える。

２，学習計画一身につけさせる「言語力」の明確化一

　本実践では，「習得」から「活用」（・「探究」）ま

での段階的。系統的な学習過程と，それぞれの学習

段階で身につけるさせる言語力（到達目標）を，次

の表（資料２）のように設定して単元を構想した。

　　「習得」の学習段階では，『平家物語』（記録，小

説）の読み方といった国語科固有の「言語力」を身

につけさせる。また「活用」の学習段階では，「読

書レポート」を論理的にまとめることやそれらを伝

え深めることを通して，「自分の考え・解釈」を発

信。交流。評価する「言語力」を身につけさせる。

３，指導の実際‐古文の「習得」から「活用」ヘー

　　「習得型学習２」（基本学習）では，以下七つの

ポイントを踏まえて行った。これらのポイントは，

　『平家物語』（古文教材）だけでなく，他の記録，
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小説教材にも応用可能な観点であると考えている

　(｢記録，小説｣における言語技術)。

（1）省略された「当時の常識・時代背景等」を理解する。

（2）「状況設定」（登場人物・時代・舞台等）を確かめる。

（3）「場面構成」（物語・小説の「型」）を理解する。

（4）「中心人物」の変化・解釈を理解する。

（5）「対比的人物」の役割・効果を理解する。

（6）「個性的な表現・イメージ」の読み方を理解する。

（ﾌ）「自分の考え。解釈」を持つ。

　（１）導入。基礎学習【習得型学習１】（１時間）

　　一古文の魅力や楽しさ，学び方を学ぶー

　　「古文はむずかしい」「わかりにくい」と考える

子ども達に学習意欲を持たせるため，古典語が持つ

独特の意味や当時の常識的価値観等を「クイズ形式」

で楽しく理解させた。その後，古典学習のポイント

　（学ぶ意味・方法）を簡単に示した。

　次に，教師が「扇の的」を範読して聞かせた後，

子ども達に初発の感想を書かせた。子ども達からは

　「与一にはどんな意味があるのか」「平家が踊り出

しだのはなぜか」等，物語・小説を読むための基本

的な観点に沿った鋭い疑問。意見が多く出された。

　（２）基本学習【習得型学習２】（３時間）

　　一観点を持って「物語・小説」を読む学習一

　基本学習では，古典（古文）も現代文の「読み方」

を応用することができるという観点から，「学習シ

ート」（紙面の関係で省略した）を開発・活用し，

五つの観点を持って読み取らせた。

資料２

１時代背景と日本人の精神。価値観の理

　作品の時代背景や当時の常識的価値観を理解させ

ることは，現代を生きる日本人の豊かな思想・美意

識の原点等を理解させるためにも必要な知識である

　（古典学習の重要な観点）。そのため，作品が描か

れた「時代背景」や作品全体を貫く「テーマ」と「あ

らすじ」，「時代の常識的価値観」等を理解させた。

　場面構成（あらすじ）とキーワードの理

　　「扇の的」のおおまかな内容（あらすじ）と作品

の文章構成を理解させた。学習シートに取り組む中

で，本文中のキーワードを見つけ出し，小説（・物

語）の基本的な構成である「状況設定。出来事の発

端・展開。発展。結末」を理解できるよう作成した。

３状況設定の理

　　「状況設定」を正確に理解することは，記録や小

説を「情報」として読むための基本的な観点である。

日時，季節，舞台，登場人物，陣の位置関係，海の

状態，扇までの距離等を「クイズ形式」や「キーワ

ード化」したりして楽しく理解させた。

４人物像の設定と役割。効果の理

　人物像が「はじめ」と「おわり」でどのように変

化するかを読み解くことも，記録や小説の基本的な

読み方の一つである。会話と行動描写等から，「中

心人物」（与一）と「対比的人物」（年五十ばかりな

る男，源義経，武将達）の設定と変化（行動の意味

・立場等）を理解させた。

５個性的な表現（描写）の方法と効果の理

　タイトルにもある「扇」に込められた象徴的なイ

メージを読み取らせた。交流の中で，子ども達から

『平家物語』における「習得・活用」の学習過程（学習モデル）と身につけさせる言語力（６時間完了）

※豊橋市立青陵中学校では，学校の諸事情等により６時間完了で実践させていただいた（「活用２」は省略）。

－64－



資料３「読書レポート」のシート

→「扇の的」についての意見文を論

　理的。個性的にまとめ，「自分の考

　え・解釈」をわかりやすく伝える

　技術を学ぶシートである。

ｌ

ｌ　「はじめ・なか・まとめ．むすび」

:の論理的な文章構成（4段階構成）で

lまとめさせた。

それぞれの項目で書き方のポイン

ｌトを示し，全員の子ども達が書ける

|ように配慮した。特に，「なか」（具

l体例）では，「あらすじ」のまとめ方

lや効果的な「引用」の技術も示した。

は「（扇が海上を漂う様子から）平家の一生を意味

していると思う」，「（扇と波の色から）源氏が平家

の上に立つことを意味している」等の意見が出た。

　（３）発展的学習【活用型学習1】(1.5時間）

　　－「読書レポート」を論理的にまとめる学習一

　　「扇の的」で習得した記録，小説の「読み方」を

生かして，子ども達の立場や関心，問題意識等から

　「好きな（印象的な）場面・人物・表現等」を選ば

せ，「読書レポート」として「自分の考え。解釈」

をまとめる学習を行った（資料３）。読書レポート

は「はじめ・なか・まとめ・むすび」の論理的な文

章構成の「型」に沿って書かせた。

　読書レポートを書かせる際，三つのことに配慮し

た。一つは，教師が事前に作成した「モデル原稿」

を提示したことである。原稿をいきなり書かせるの

ではなく，モデルを提示することで「学習の見通し」

を持たせることができる。二つは，「構成メモ」を

書かせたことである。「どの観点を選ぶか，何に着

目するか，何を伝えたいのか等」をあらかじめ考え

させることで，構成意識を持たせることができる。

そして三つは，三種類の「学習シート」を用意した

ことである。子どもの実態に合わせて，「①書き出

しなし。②書き出しあり・③穴埋め」を用意するこ

とで，子ども達は意欲的に取り組むことができた。

　（４）評価・一般化学習(0.5時間）

　　一学習の「振り返り」から新たな課題発見ヘー

　単元の最後には「振り返りシート」を配布し，学

習の振り返りを行った。シートには，①「習得。活

用型学習」での到達目標（評価規準・基準）が自己

評価でき，②「わかったこと」（古典学習の楽しさ

や学び方等）や「考えたこと」（他教科や生活場面

等に生かせる視点）を記述できるようにした。

　単元全体を振り返ることで，「学びの到達度」の

確認や新たな課題発見等，探究型学力につながる学

習の「メタ認知能力」（自己学習能力）を育成する

ことができる。

４，実践の成果と今後の課題

（１）実践の成果

①「活用力」（思考・判断・表現力等）を全員に

　一学習過程の明確化で「自分の考え」を持たせるー

　書くことは「思考の構造化」であり，子ども達に

「自分の考え・解釈」を論理的に書かせることは「思

考。判断。表現力等」の育成につながる（注９）。

　本単元では，子ども達の立場や関心，問題意識等

から「読書レポート」を論理的に書くことを「活用

型学習」に位置づけたことにより，「習得」で身に

つけるべき「基礎・基本学力」が明確になった。こ

れにより，約９害ﾘに近い子ども達が「習得」で身に

つけたことを生かして「自分の考え・解釈」として

　「活用」させることができた。

　「習得」から「活用」，「評価。一般化」（。「探究」）

までの学習過程を明確にすることで，「何が，どの

段階で，どのように身についたか」という評価観（到

達目標，評価規準・基準）を明らかにすることがで

きる。段階的。系統的な学習過程を構成することに

より，子ども達に他教科や読書活動等にも生きて働

くような「活用型学力」を育成することができた。

②「学習シート」を活用した授業の有効性

　－「到達目標」を明確にした授業づくりー

　単元全体を通して，「学習シート」を開発し，活

用した授業づくりを行った。学習シートは単なる穴

埋め形式のものではなく，「何を，どのように学べ

ばいいのか」という「到達目標」を明確化し，子ど

もにも教師にも「学びのプロセス」が一目で把握で

きるようにする必要がある。

　指導事項を焦点化した（具体的な発問・指示等を
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示した）学習シートの開発・活用により，文章を読

み解くことや「自分の考え」をまとめることに苦手

意識を持つ子ども達にも，意欲的に学習に取り組ま

せることができた。

③日本人の思考・発想の「型」を楽しく

　一国語科学習から日本文化．日本人の精神等を学ぶー

　　「習得型学習１」（導入。基礎学習）では，古典

語の特色や時代の常識的価値親等を「クイズ形式」

で楽しく学んだり，「習得型学習２」（基本学習）で。

　『平家物語』による「無常観」の定着や，人物像や

描写の読み取りから「極限状態で発揮される『生の

輝き。人間性』」等を学んだりすることができた。

　子ども達からは「昔の日本人の価値観を知ること

で，より世界を広げて周りを見られるようになりま

した」等の意見が出された。『平家物語』の学習を

通して，子ども達に日本人の思考。発想の形式（型），

現代にも生きる日本人特有の美意識・情緒，価値親

等を学ばせることができた。

　（２）今後の課題

①子どもの実態に合わせた授業づくり

　一子どもを生かすための指導技術の向上－

　授業実践をさせていただく中で，様々な課題を感

じたが,大きく二つのことを意識するようになった。

一つは，子ども達に伝わる言葉を使った明確な「発

問・指示」である。もう一つは，子ども達が知的で

楽しく学び深めることのできるような「言語活動」

の位置づけ等である。中学校の授業では，教師主導

の「説明型授業」になりがちなため，一時間の指導

内容と言語活動（習得と活用の関係性）を明確にし

た「知的で楽しい授業づくり」の必要性を感じた。

②子どもの課題意識を生かした授業づくり

　ー「学習シート」の開発・活用における課題－

　本実践は『平家物語』（古文）における授業モデ

ル開発を行ったため，限られた授業時数（6時間）

では「量的・質的」にも厳しいもめとなった。その

ため，学習シートの指導内容も多くなり，扱いづら

い面も課題として明らかになった。また，子ども達

の課題意識（子どもの願い）を重視した単元（・授

業）構想をするという点においては，「習得型学習

１」（導入・基礎学習）で「学習の見通し」を示さ

なかったため，「必要性。追究性。創造性」等を子

どもたちに十分持たせることができなかった。

　　「習得」から「活用」「探究」までの学習過程（関

係性）を明らかにすることは，「到達目標」（教師の

願い）を明確にし，子どもの「課題意識」（子ども

の願い）を生かした授業づくりにもつなげることが

できると考える。子ども達に「課題意識」を持たせ

　（探究），学び方の基礎。基本（習得から活用へ）

が目に見えるような「学習シート」を開発・活用で

きるだけの力量の必要性を感じた。
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六　授業づくり実践（２）―教師力向上実習Ⅲからー

１，子どもの実態と実践のポイント

　（１）子どもの実態

　対象は西尾市立白浜小学校４年（12月）の児童。

子ども達は毎日「生活日記」をまとめたり，休日に

あった出来事をスピーチしたりして，自分の生活経

験を語ることができる。また，空き時間には図書館

や学級文庫の本を楽しそうに読む姿も見かけられ

る。一方で，本から読み取った内容と自分の生活経

験を結び付けて感想を語れる子どもは少ない。本実

践を通して，子どもたちに「言語文化」に親しみを

持たせ，普段の生活の中にも生かせる視点を獲得さ

せたいと考えた。

　（２）実践のポイント

　　「ことわざ。慣用句・故事成語等」は，日本人に

おける精神の骨格であり，思考。発想の形式（型）

を形成した「漢文脈の伝統」である。そのため，こ

とわざ・慣用句・故事成語等を学ぶことは，先人達

が創造し継承してきた「生きる知恵」（言語文化と

思考方式等）を理解するとともに，これからの日本

人としての自分の「生き方」や「考え方」等に生か

していくためにも重要であると考える。

　実践にあたっては，「ことわざ・慣用句。故事成

語」の意味と使い方等を理解させるとともに，自分

の「生活経験」を語る報告・解釈等を通して，実感

を伴った楽しい学習にすることができると考える。

２，学習計画一身につけさせる「言語力」の明確化一

　本実践では，「習得」から「活用」（。「探究」）ま

での段階的・系統的な学習過程と，それぞれの学習

段階で身につけさせる言語力（到達目標）を，次の

表（資料４）のように設定して単元を構想した。

資料４「習得・活用」の学習段階と身につけさせる言語力



３，指導の実際一習得から活用への段階的な学習指導－

　（１）導入・基礎，基本学習【習得型学習】（１時間）

　　－クイズ・マンガを活用して楽しい学習にー

　　「習得型学習」では，「ことわざ。慣用句。故事

成語」の意味と使い方を，クイズやエピソードにす

ることで楽しく考えながら学ぶことができた。また

　『ドラえもん』や『ちびまる子ちゃん』の「ことわ

ざ事典」（マンガ）を活用することで，考えること

が苦手な子どもも集中して取り組むことができた。

　（２）発展的学習【活用型学習１】（２時間）

　　－ことわざの「紹介文」を論理的に書＜学習－

　　「活用型学習１」では，「とっておきのことわざ

を紹介しよう」という言語活動を設定した。子ども

達には，自分の好きなことわざ。慣用句・故事成語

を１つ選ばせ，それにまつわる「エピソード」を振

り返らせた。紹介文は論理的な文章構成（はじめ。

なか。まとめ・むすび）でまとめさせた（資料５）。

　（３）発信・交流学習【活用型学習２】（１時間）

　　－「紹介文」をもとに互いの考えを学び合うー

　「活用型学習２」では，４人の子ども達を指名し，

まとめた紹介文を発表・交流させた。話し方。聞き

方の観点を示すことで，話し手にも聞き手にも評価

観がわかるようにした。交流はエピソードの内容や

伝えたいこと，意見。質問等を簡単にメモさせて，

「自分の考え」を持ちながら聞くことを意識させた。

　（４）評価。一般化学習（紙面の関係で省略）

４，実践の成果と今後の課題

　（１）実践の成果

①「伝統的な言語文化」に親しむことができた。

　単元全体の振り返りでは,「すごく楽しかった」「昔

の人は短い言葉で生活に役立つ言葉を作っていてす

ごい」等，日本人のものの感じ方。考え方等を学ぶ

ことの楽しさに気づけた感想や，「ことわざは昔の

人の“ちえ”が集まっているから，生活のいろんな

面で役立てていきたい」等，今後の生活に生かせる

ことに気づけた感想等を見ることができた。

　　「伝統的な言語文化」の習得から活用までの段階

的な学習過程と，子どもの生活経験を生かした言語

活動を設定することで，「読む，書く，伝え合う」

学力を育てるとともに，日本人の精神。思考等も楽

しく親しませることができたと考えられる。

　全員の児童が「紹介文」を論理的にまとめられた。

　子どもたちに「活用型学力」を育てるという観点

から，「とっておきのことわざ紹介」を言語活動と

して設定した。論理的な文章構成の「型」（はじめ

・なか・まとめ。むすび）や教師のモデル原稿を示

したこと等により，子どもたち全員が選んだことわ

ざ等と自分の生活経験（エピソード）とを結びつけ

た，個性的で豊かな原稿をまとめることができた。

　（２）今後の課題

１子どもの実態に合わせた「発問．指示・説明」を

　　「説明が長すぎる」「どうしたらよいのかがよく

わからない」等のご指導をいただいた。長く説明す

ることは，子どもの学習意欲を低下させ，学ぶこと

を曖昧にさせてしまう。また，「発問・指示」は「何

を・どうしたらいいか」を示すことでもある。あら

かじめポイントをしぼることや，子どもの実態に応

じて適切な言葉遣いをする必要がある。自分自身の

　「言語力」を向上させ，リズムとテンポある，知的

で楽しい授業ができるようになりたい。

②子どもの考えを広げ深められるような交流学習に

　　「自分の考え」をわかりやすく説得力をもたせて

話したり，「自分の考え」をもちながら聞いたりす

ることは，「活用型学力」育成につながると考える。

　子ども達全員が「学び合う」ためには，伝え合い

の「習得型学力」（キーワードのメモ，主張のキー

センテンス化，交流の観点等）が全員に自覚できて

いる必要があり，「だれの・どの意見を広げ深める

のか」等の教師の高い授業力も求められると考える。

　本実践では，「伝え合いのモデル学習」（活用型学

習２）を行ったことで，活発に交流することはでき

た。ただ，深まりの少ない形式的な交流となってし

まったため，今後は子どもの個性や工夫等を広げ深

められるような指導技術を身につけていきたい。
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資料５　「ことわざの紹介文」のシート

←ことわざのおもしろさを論理的に書き，

　　「自分の考え・解釈」をわかりやすく

　　伝える技術を学ぶシートである。



七　二つの実践を通して学んだこと

　ー「活用型学力」を育てる国語科授業とは－

１，「習得」から「活用」までのステップを

　ー「到達目標」を明確にした段階的な学習過程一

　子ども達に「活用型学力」を育てるという観点か

ら，「伝統的な言語文化」を中心とした二つの実践

を行った。そこでは，「習得」から「活用」までの

学習内容を段階的に行ったことで，子どもにも教師

にも「何が，どの段階で，どうなればいいのか」と

いう「評価観」（到達目標，評価規準・基準）を明

確にすることができた。その結果，中学校では約９

割，小学校では全員の子ども達が「　得」したこと

を「活用」して「自分の考え。角釈」を論理的にま

とめることができた。

　　「習得」から「活用」までの到達目標から学習過

程を段階的に構成することで，子ども達全員に他教

科や読書，生活場面等にも生きる「活用型学力」を

育てることができると考える。

２，「伝統的な言語文化」に親しむ授業づくり

　ー「言語力」育成と「アイデンティティ」形成－

　　「伝統的な言語文化」（古文，ことわざ。故事成

語等）の授業実践を通して，子ども達からは「昔の

日本人の価値観を知ることで，より世界を広げて周

りを見られるようになった」，「ことわざは昔の人の

　“知恵”が集まっているから，生活のいろんな面で

役立てていきたい」等の感想が出された。

　「伝統的な言語文化」を授業化するにあたっては，

子ども達に「言語力（読む　書く　話す聞く学力）

£飽Z主ｊ.とともに，日本文化・日本人の精神や思

考，価値観等に気づかせ，今後の自分の「生き方」

を考えさせる（「アイデンティティ」の形成）とい

う視点がますます重要であると感じられた。

３，年間を見通して，系統的に「学力」を育てる

　ー「教科カリキュラム」の開発と評価の必要性一

　論理的な文章構成を用いた「報告文（レポート）」

等を書くことや，「自分の考え・解釈」を相手に効

果的に伝え深め合う「発信・交流・評価」の方法等，

一つの単元だけですべてを指導し，全員の子ども達

に「学力（言語力）」を定着させることは難しい。

　そのため，学校。教師等によって「教科カリキ

ュラム」を作成していく必要があると考える。義務

教育修了（中学３年）までに「何が，どうなればい

いか」等の評価観から，各学年（年間・学期）の学

習内容と評価等を系統的・段階的に整理することが

重要である。その際，各教科等における「習得」か

ら「活用」までの学習過程と到達目標を明確にする

こと（各教科等の学習モデル開発）は，子ども達の

実態に応じた指導事項の重点化（子どもの蹟きや課

題の正確な診断　教師の指導事項の改善）等につな

がるのではないかと考えられる。

教職大学院（二年間）で学んだこと一七項目一

学級経営の観点から

（１）学級を統率するのは「教師」である

ーよい学級のイメージを持ち，「荒れ」を最小限にー

　実習を通して，「どれほど力のある教師の学級で

も荒れる可能性があるという概念をもつことが必

要」ということを教えていただいた。

　学級の荒れを最小限に抑えるためには，まずは教

師自身が「よい学級のイメージ」（①ルールやシス

テムが機能している，②公平である，③自由さがあ

る等）を持つ必要がある。また，中学生の子ども達

には「教師の価値観」をあまり強要せず,判断は「子

どもに任せる」（教えて考えさせる）という姿勢で

　「思いやりのあるやさしい言葉」をかけてあげるこ

とが大切であると感じた。

　学級を統率するのは「教師　であり，学級経営の

基本は，日常のどんな些細な出来事に対しても見逃

さず,柔軟に適切に対応できることであると学んだ。

（２）子ども達の「問題行動」への対応

一共感的な理解と教職員．保護者との連携の必要性－

　小学校高学年あたりから中学校ぐらいになると，

人間関係上のトラブルや，いじめ，不登校，授業エ

スケープや触法行為まで，問題行動を起こす子ども

が増えてくる。こうした行動を起こす「背景」には，

自己肯定感の欠如や愛情不足，コミュニケーション

能力の低下等，心の悩みや不安，葛藤等から引き起

こされるものが多いように感じられた。

　こうした行動に対しては，一方的な押さえ込みや

価値観の押しつけ等を行うのではなく，まずは子ど

もへの「共感的な理解」（思いを受け止め）を行う

ことが大切である。「その子の人間性を叱るのでは

なく　行動を叱る」ことを念頭においた指導の必要

性を学ぶことができた。また，担任一人で思い悩み

抱え込むのではなく，学校や学年の先生方と連携し

て対応していくこと。さらには，学校内外の情報等

を保護者に正確に伝え，「　庭」とも連携して子ど

も達を育てていくことの大切さも学んだ。

２，授業づくりの観点から

（３）子ども達に学びの楽しさと必然性を

ー「到達目標」（評価基準）を明確にした授業づくりー

　子ども達に「学力保証　することは　学校や教師

の公的な結果責任の一つである。「到達目標」（評価

規準。基準）を明確にした授業（・単元）を構成す

ることにより，子ども達にとっては「この授業で何

が，どうなればいいのか」が明確となり，学習意欲

も高まると考えられる。一方で，教師にとっては，

子どもの学びを正確に読み取り，その子らしい発見

や蹟き。課題等を判断し，その後の改善に生かして

いくことができると考えられる。

　子ども達に学びの「楽しさ」と「必然性」を実感
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させるためにも，「到達目標」（評価基準）を明確に

た授業づくりの大切さを学ぶことができた。

（４）「習得」から「活用」への学習過程の開発

一国語科での学びから他教科・生活場面での活用ヘー

　新学習指導要領では，国語科は全教科．領域・活

動における「言語力」育成のための中核的役割があ

ると位置づけられている．そのため，国語科での学

び（「論理的な言語力」の育成，言語技術等）が他

教科や領域．活動，読書や生活場面等に生きて働く

ような（基礎・基本学力の「習得」から，思考力・

判断力．表現力等の「活用」への）国語科授業・評

価システムの開発が求められているといえる．

　本稿で実践的に提案してきたように，ゴールとし

ての「評価観」（到達目標，評価規準・基準，言語

技術等）を明確にすることにより，「　得　から「活

用」（・「探究」）への段階的な学　過程（国語科学

モデル）を具体的に示すことができた。

（５）授業づくりと学級経営の相互関連性

一人間関係・コミュニケーションの土台は「言語力」－

　これまでの三つの実習を通して，授業づくりと学

級経営は相互に関連し合っていることを，強く実感

させられた。それは，子ども達が国語科授業におい

て「論理的な言語力」を学んでいくとともに，|ﾖ常

生活（学級経営）の中で好ましい人間関係やコミュ

ニケーション等の「言語力」（挨拶や言葉遣い，報

告文や記録文の作成，スピーチや討論等）を学んで

いるからである。授業づくりと学級経営は単独で切

り　されるものではなく　両者を相互に関連させな

がら実践していくことが必要であることを学んだ。

３，組織的・共同的な学校運営の観点から

（６）学校の実情に柔軟に対応できる力を

一学校，児童生徒への「実態把握力」の必要性－

　それぞれの学校には，それぞれの学校が築き上げ

てきた歴史・文化。伝統や特色,地域とのつながり，

児童生徒の実態や課題等が異なっている。新人教員

として学校に勤務する際には，その学校の特色や児

童生徒の実態，地域・保護者の実情等をできるだけ

早く把握し，柔軟に対応していけることが，子ども

達の成長を支えることにつながると学んだ。

（７）教員間で円滑に「連携」していくために

一教職員全員が「協力」して一人の子どもを育てるー

　学校は果たすべき「公的な結果責任」（学力保証

や人間性。社会性の育成等）を果たすため，「学校

目標」を設定していた。この目標を達成するために，

学校長をはじめとした教職員全員が「連携」をはか

り，組織的。計画的に職務に取り組んでいた

　子ども達の「よりよい成長を支えていく」ために

も，学校組織の一員として「何を　どのように動い

ていけばいいのか」を絶えず考えながら職務を果た

していけるようにしたい。
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九　おわりにーこれからの教師生活に向けて一

　来年度からは，愛知県内の公立中学校（尾張・愛

日地区）で国語科教師として勤務させていただくこ

とになっている。教職大学院で学んだことを，これ

からの教師生活にどのように継続。発展させていく

のかについて，以下３項目述べていくこととする。

１、今、改めて目指すべき「教師像」

一子どもに「学びの楽しさ」を実感させられる教師にー

　　「教師力向上実習Ⅲ」最終日に，子ども達が書い

た文集をもらった。そこには，「私は有田先生の授

業がとても楽しくわかりやすかったので大好きでし

た」「ぼくは国語はあまり好きではなかったけど，

有田先生のおかげで国語が少し好きになりました」

等，子ども達からの温かく思いの込められたメッセ

ージがたくさん記されていた。来年度以降，たくさ

んの子ども達と出会い，いろいろなドラマがあると

思う。　どんなことがあっても，子ども達に「学びの

楽しさ」を実感させられるような教師になれるよう，

不断の努力と研究を継続していきたい。

２，伝記・ノンフィクションの授業がしたい

ー「事実の記録」から自分の「生き方」を考えさせる一

　新学習指導要領（国語科）では，小学校高学年で

「伝記を読み生き方を考える」項目が明記された。

しかし，「伝記。ノンフィクション教材」は文学と

も説明文のどちらかに分類することは難しく，研究

的・実践的にも扱われることがあまり多くはなかっ

たようである。そこで，「伝記・ノンフィクション」

の特質や構造等について勉強していくことを通し

て，伝記。ノンフィクションから歴史に関わる人間

の生き方やすばらしさ，成長等を読み取り，子ども

達それぞれに自分の「生き方」を考えさせられるよ

な授業をしていきたい。
-
３，子ども達の「成長」を心から喜べる教師に

ー「魂の叫び」をあたたかく受け止めていきたいー

　一年半の学校サポーター実習を通して，現代の

中学生達は，人間関係や家族関係，勉強や部活，な

かには自分の「生き方」等について，様々な不安や

悩み，葛藤等を抱えながら毎日の生活を送っている

ことに驚かされてきた。そこには，複雑な家庭環境

や友人関係，忙しい日々の生活等にストレスを感じ

ている子ども達の姿があった。

　しかし，こうした思いを抱えた子ども達の「心」

を支えてあげられる（「魂の叫び」を受け止めてあ

げられる）のは,心の底から信頼できる両親であり，

友人であり，「教師」であることに気づかされた。

　これから教員生活を送っていくにあたり，どんな

に辛く苦しいことがあったとしても，「子どもから

何度　切られても　自分は決して　切らない教師」

に，子ども達のほんの少しの「成長」でも心の底か

ら喜べるような教師であり続けていきたい。
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